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１ 単元名 水産業のさかんな地域

２ 目 標
我が国の水産業について，資料や聞き取り調査を基に調べ，我が国の水産業

が自然条件を生かして営まれていることや，国民の食料を確保する重要な役割
を果たしていることを理解し，これからの我が国の水産業の在り方について考
えるようにする。

３ 単元について
(1) 教材観

小学校学習指導要領解説社会編第５学年の内容(2) では,｢我が国の農業や
水産業について，次のことを調査したり地図や地球儀，資料などを活用した
りして調べ，それらは国民の食料を確保する重要な役割を果たしていること
や自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを考えるようにする｡｣
と示されている。そこで，本単元では我が国の水産業について調べ，それら
が自然環境を生かして営まれており，国民の食料を確保する重要な役割を果
たしていることを考えられるようにする。

(2) 児童の実態
本学級の児童に対して，稲作の学習における社会的事象の意味を考えるこ

との実態調査を行った。単元の社会的事象の意味として考えられる「稲作の
社会における働きや国民にとっての役割」を，これまで学習した複数の視点
を基に説明することができた児童は＊人であった。また，これまで学習した
ことを基に,｢これからの稲作で大切にするべきこと」について，社会がどん
なことを大切にするべきかだけでなく，自分の関わり方についても記述でき
た児童は＊人であった。この調査から，本学級の児童は，社会的事象の意味
を考える力に課題があることが分かった。これは，これまでの指導において
社会的事象の社会における働きや国民にとっての役割などを捉え，さらに社
会の一員として，社会的事象の意味を捉える単元の学習過程の工夫が不十分
であったためであると考える。

(3) 指導観
本単元では，我が国の水産業の社会における働きや国民にとっての役割を

捉えるために，二つの学習問題を設定する。まず，我が国の主な漁港と水産
物の産地を調べる学習を通して,｢なぜわたしたちはいつでも新鮮な魚を食べ
ることができるのか｡｣という児童にとって身近な学習問題を設定する。学習
問題を解決するために，社会的事象を関連付けた主題図を作成し，さらに水
産業を営む人々の工夫を考える「おかげシート」を作成することで，社会的
事象の社会における働きや国民にとっての役割を捉えることができるように
する。さらに，社会の一員として，社会的事象の意味を捉えることができる
ようにするために，児童が切実になる学習問題を設定し，水産業に携わる方
へ話を聞く場や，自分の考えを捉え直す場の設定を行うことで，社会の一員
として，社会的事象の意味を捉えることができるようにする。

４ 単元の指導
(1) 評価規準
社会的事象への 社会的な 観察・資料活用の 社会的事象についての
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
我が国の水産業 我が国の水産業 地図や地球儀， 我が国の水産業

の様子について関 が国民の食料を確 統計などの資料を は，自然条件を生
心をもち，意欲的 保する重要な役割 活用して，我が国 かして営まれてお
に調べようとして を果たしているこ の水産業の様子に り，国民の食料を
いる。 とや，今後の水産 ついて必要な情報 確保する重要な役

業の在り方につい を集め，ワークシ 割を果たしている
て考えたことを表 ートにまとめてい ことを理解するこ
現している。 る。 とができる。



(2) 単元の指導計画



６ 本時の学習
(1) 本時の目標
◎ これからの日本の水産業の将来や自分がこれからどう関わることができ
るかについて，水産業に携わる方の意見を基に自分の考えを捉え直すこと
ができる。

(2) 準備・資料
教科書 資料集 水産業に携わる方の話の動画 ワークシート テレビ

(3) 本時の展開
学習活動及び内容 指導上の留意点（評価◎）

１ 前時までの話合いの内容を確認 ・前時までグループでまとめた内容を何
する。 人かの児童が発表し，これまでの学習
・これからの日本の水産業はつく を確認できるようにする。
り育てる漁業を進めることが大 ・実際に水産業に携わる方が日本の水産
切だ。 業の将来についてどのように考えてい

・自然環境を守ることが大切だ。 るかを問いかけ，児童が予想を立てら
れるようにする。

２ 本時の学習課題を確認する。 ・学習課題を提示し，水産業に携わる三
人の方の紹介をする。

水産業に携わる方の話を聞いて，
自分たちの考えを見直そう。

３ 地元で水産業に携わる方の話の ・水産業に携わっている方が「どのよう
動画を視聴する。 なことを大切にして日本の水産業を支
(1) 漁協の方の話 えているのか｣,「日本の水産業の将来
(2) 寿司屋の方の話 についてどんな思いや願いをもってい
(3) 水産産加工業の方の話 るのか」という視点を明確にしてから

動画を提示する。

４ グループで意見を交流し，それ ・動画を視聴し，視点を明確に示したワ
ぞれの話の内容をワークシートに ークシートを活用し，大切なことを聞
まとめる。 きもらさないようにする。

・ワークシートに書かれた内容を友達と
交流し，それぞれの方の話の内容をま
とめるように助言する。

５ これからの日本の水産業がどん ・水産業に携わる方が，どんなことを大
なことを大切にしたらよいか，グ 切にしているのかを考えながらまとめ
ループで話し合いまとめる。 られるように助言する。

・捉え直した自分の考えをワークシート
にまとめられるようにする。

６ 本時の学習を通して捉え直した
自分の考えをまとめる。
・地元の漁船も魚を獲る量を制限
している。

・漁師の高齢化が進んでいるので，
もっと若い人に漁師になっても ◎これからの日本の水産業の将来や自分
らうことが必要だ。 がこれからどう関わることができるか

・地元の寿司屋の方や水産加工業 について，水産業に携わる方の意見を
の方が地元の魚を大切にしてい 基に自分の考えを捉え直すことができ
ることから，地元の魚をもっと る。
大切にすることが必要なのでは （思考・判断・表現）〈ワークシート〉
ないか。


